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職場の暑さリスク、現場労働者の 3 人に 1 人が熱中症や欠勤を経験 

従業員の約 8 割が「会社の対策は不十分」、 

4 割が「対策に 1万円以上の自己負担」の実態 
-「職場での暑さ・熱中症対策に関する実態調査」を実施、2023年の調査結果との変化も確認- 

日本生まれのサポーター専業ブランド「MEDIAID（メディエ

イド）」を展開する、日本シグマックス株式会社（本社：東京

都新宿区、代表取締役社長：鈴木洋輔）は、働く人を対象

にした「職場での暑さ・熱中症対策に関する実態調査」を

実施いたしましたのでその結果をレポートいたします。 

 

 

【調査サマリー】 

⚫ 気温上昇による職場の暑さがより問題視されている。実施されている暑さ・熱中症対策の有効性を明確にするた

め、暑熱環境下で働く人を対象にアンケートを実施し分析した。また、企業の対策義務化および酷暑化を受け、2

年前に実施した調査※1からの変化を確認した。 

⚫ 暑熱環境下で働く 283名のうち、81.3％が暑さによって仕事の効率への影響が『ある』。そのうち 3人に 1人は熱

中症を身近に感じたり、暑さによる体調不良により欠勤したりしていると回答。また半数の方が「集中力や判断力

の低下」を感じている。 

⚫ 会社が実施している暑さ・熱中症対策への印象について、78.1％が「実施していない」「実施しているが不十分」

と回答。またそのうちの 6割以上が「個人で暑さ対策を追加実施している」。いずれの結果も 2023年の調査結果

と同水準であった。 

⚫ 自己負担で追加実施する暑さ対策の内容としては「涼しい下着・インナー」が 39.6％と最多。41.2％の方が暑さ対

策のために「1万円以上」を自己負担していると回答。 
※1：「職場での暑さ対策に関する実態調査」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000379.000002354.html 

 

■調査の背景：2024年度の職場での熱中症発生数は過去最多、罰則付きで熱中症対策が義務付けられ急務 

近年、熱中症での救急搬送者数は増加しています。特

に、2024 年の職場における熱中症の発生状況について、死

亡を含む休業 4 日以上の死傷者数は 1,257 人と、統計を取

り始めた 2005 年以降最多、うち死亡者数は 31 人（※2）とな

っており、厚生労働省からは、各事業場で熱中症予防につ

いて対策を講じるよう発信されています（※3）。 

 また、2025 年 6 月 1 日から職場における熱中症対策を労

働安全衛生規則改正により罰則付きで義務付けられ、対策

実施は急務であると言えます。 

そこで、暑さがより厳しくなる梅雨明けを前に、職場で行わ

れている暑さ・熱中症対策の実態調査を実施いたしました。 
 

※2：厚生労働省「職場における熱中症による死傷災害の発生状況（令和 6 年）」 p.1 
※3：引用 厚生労働省「令和 7年『STOP！熱中症クールワークキャンペーン』キャンペーン要綱 
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■調査結果 

1. 暑熱環境下で働く 283名のうち、81.3％が暑さによって仕事の効率への影響が『ある』。そのうち 3人に 1人は熱中

症を身近に感じたり、暑さによる体調不良により欠勤したりしていると回答。 

  
暑熱環境下で働く 283 名のうち、81.3％が「暑さによって仕事の効率に影響がある」と回答し、そのうち 3 人に 1 人が

「熱中症や脱水症状などの体調不良」と「暑さが原因の体調不良による欠勤」を経験されていることが明らかとなりました。 

また、半数以上の方が、暑さが原因による「集中力や判断力の低下」を感じていることが分かりました。 

暑熱環境下での労働現場では、3 人に 1 人と高い割合で体調不良や欠勤が生じているほか、半数以上の回答があっ

た「集中力や判断力の低下」は、能率の低下だけでなく業務中の転倒や事故に繋がる可能性もあります。そのため、暑

熱環境へ適切な対策は、社員の熱中症予防にとどまらない労働安全衛生の確保や、業務の効率化にも寄与するものと

考えられます。 

 

2. 会社が実施している暑さ・熱中症対策への印象について、78.1％が「実施していない」「実施しているが不十分」と回

答。また、そのうちの 6割以上が「自己負担で暑さ対策を追加実施している」。 

  

会社が実施している暑さ・熱中症対策への印象について、「十分に実施している」という回答は 21.9％にとどまり、

78.1％は「実施していない(25.4％)」、「実施しているが不十分(52.7％)」と感じていると回答しました。また、そのうち、会

社が実施している暑さ・熱中症対策に加えて自己負担で暑さ対策を行っている方が 6割以上いることが明らかとなり

ました。 

いずれの結果も、2023年の調査と同じような水準でした。2025年 6月 1日の労働安全衛生規則改正により、職場

における熱中症対策が罰則付きで義務付けられましたが、会社で実施している暑さ・熱中症対策の内容改善は十分

な内容に達しておらず、多くの課題が残されていると考えられます。 
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また、会社が行っている暑さ対策としては、「エアコンの設置」の回答が 50.7％と最も多く、次いで「飲料の支給

（36.2％）」、「食品の支給（33.5％）」が挙げられていました。それに対して、会社が直近で取り入れた暑さ対策として多

かったのが「ファン付きウェアの支給（20.4％）」、「冷却グッズの支給（17.6％）」でした。 

2023 年の調査でも、会社が行っている暑さ対策は「エアコンの設置」、「飲料の支給」、「食品の支給」の順に多く挙

げられ、本調査と同様の傾向が見られました。また、会社が直近で取り入れた対策として「ファン付きウェア」や「冷却

グッズ」の支給が増えている背景として、ファン付きウェアの普及が進んでいること、新しい冷却服の発売が増えてい

ることが考えられます。 

 

3. 自己負担で追加実施する暑さ対策の内容としては「涼しい下着・インナー」が 39.6％と最多。41.2％の方が暑さ対

策のために「1万円以上」を自己負担していると回答。 
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暑さ対策を自己負担で追加で実施している内容のうち、「涼しい下着・インナーの購入」が 42.9％と最も多く回答さ

れ、次いで、「飲料の購入（42.0％）」、「汗拭きシート・制汗剤スプレーの購入(41.2％)」が挙げられました。 

  

また、前年に実施した暑さ対策による自己負担額について聞いたところ、「1万円以上」と回答した人が 41.2％もお

り、その内容として「ファン付きウェア(44.9％)」の回答が上位に挙がっていました。 

さらに、「暑さ対策の自己負担額が 1万円以上」と回答した方の人数を年代別に分析したところ、「50歳以上 55歳未

満」が最も多く、35歳未満といった若年層は少ない傾向にありました。 

 

■本調査結果を受けて：ウェルネス事業部 宮地 早紀（みやち さつき） コメント 

本調査では、会社における暑さ・熱中症対策の実態を調査し、暑熱環境下で働く 283名のうち 8割以上の方が暑さに

よる仕事への効率に影響が出ており、3人に 1人が熱中症などの体調不良やそれによる欠勤といった暑さによる課題

が生じています。 

また、会社で実施されている暑さ対策について 7割以上の方が満足していないことも本調査より分かりました。その

上、本来職場環境の安全確保は事業者の責任であるにもかかわらず、実に 4割以上の方が暑さ対策のために「1万円

以上」を自己負担するなど、従業員任せになっている現実が浮き彫りになりました。従業員に安心して安全に働いてもら

うために、企業は職場ごとの暑熱環境の特徴や従業員のニーズを把握し、それに合った暑さ対策をする必要がありま

す。 

 

■調査概要 

・調査期間：2025年 7月 8日（火）～7月 10日（木） 

・調査対象：全国の建設・製造・運送・鉄鋼・電気通信・電気ガス水道等の業務に従事する 25～55歳男女計 2,208人 

うち、企業に勤め、屋内屋外を問わず、夏期もしくは年中暑い環境で働く機会があると回答のあった 283

名について分析。※不誠実回答（無意味な自由記述等をしている）は除外 

・調査方法：インターネット調査 

・調査機関：自社調査 

○その他詳細なデータについては、日本シグマックス株式会社 経営企画室にお問い合わせください。 

○本調査を引用する場合は「2025 年日本シグマックス調べ」もしくは「日本シグマックス株式会社『職場での暑さ・熱中症対策に関する実態

調査（2025 年）』」と記載ください。 

 

弊社は、ペルチェ式冷水循環服「メディエイド アイシングギア ベスト 2」をワーカー向けに展開しております。 

詳細は【参考資料】をご参照ください。 
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■「MEDIAID（メディエイド）」より展開するワーカーズケア事業 https://mediaid.sigmax.co.jp/special/workerscare/ 

医療現場で培ったノウハウを活かし、誕生したブランド「MEDIAID

（メディエイド）」。働く人の身体活動をサポートしたいという想いから、

2021年にメディエイドより、ワーカーズケア事業を立ち上げました。 

各関節サポーターやアシストスーツ、暑熱対策アイテムといった製

品や、企業向け腰痛対策サービスの実施を通して、労働安全衛生面

での課題解決や、従業員の満足度向上、健康経営®のサポートに貢

献してまいります。  
▲メディエイドより展開するワーカーズケア事業 

 

■日本シグマックス株式会社について https://www.sigmax.co.jp/ 

所在地：東京都新宿区西新宿 1-24-1 

創業：1973年 6月 1日 

資本金： 9,000万円 

代表取締役社長：鈴木 洋輔 

社員数：246名（2025年 3月末） 

売上高：143.7億円（2025年 3月期）  
 

日本シグマックスは「身体活動支援業※」を事業ドメインとし、幅広いフィールドで人々の身体に関わる製品・サービスを提

供しています。創業以来「医療」の中でも「整形外科分野」に特化して、各種関節用装具やギプスなどの外固定材、リハビ

リ関連製品、冷却療法のためのアイシングシステム、治療・診断のための医療機器など、特徴のある製品を提供してま

いりました。「スポーツ分野」ではスポーツ向けケア・サポートブランド『ZAMST』を中心に国内外で高い評価を受けており

ます。また日常生活を支える「デイリーケア」、労働者の身体をサポートする「ワーカーズケア」といった分野で『MEDIAID』

ブランド製品を拡大展開しております。 

※身体活動支援業：運動器障害の予防・診断・治療・回復、及び運動機能維持・向上を目的とした製品・サービスを提供することにより、人々がより健康で快

適な生活を送れるよう支援する業（当社による造語）  
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■労働現場での暑さ対策に向けて、独自構造の冷却服「メディエイド アイシングギア ベスト 2」を開発 

当社が展開するサポーター専業ブランド「MEDIAID」では、働く人

の身体活動をサポートすべく 2021 年よりワーカーズケア事業を立

ち上げました。さらに、労働現場での熱中症対策やそこで生じてい

る困りごとを解決するべく、日本初(※4)となるペルチェ素子による

冷却に水冷を組み合わせ、特許取得した独自タンクレス構造の冷

却服「メディエイド アイシングギア ベスト」を 2023 年に発売いたし

ました。その中でユーザーから頂いた要望に応えるべく開発・改良

を重ね、冷却性能や装着時のフィット感、連続動作時間を格段に向

上させた「メディエイド アイシングギア ベスト 2」を発売する運びと

なりました。 

※4：自社調べ 
 

 

■製品特長 

冷却性と作業性・可動性を両立 
少量の水で冷却効果をフルに 

引き出す４C-Peltier System※5 

身体にフィットし必要時に 

ワンステップ冷却 

 

  

冷蔵庫にも採用されている冷却方式で
ある、ペルチェで冷やした水の循環に
より、身体を冷やす「ハイブリッド冷却
方式」を採用。 
タンクレスながらも背中を含め広範囲
に冷やす新技術で、着用した人が快適
と感じる温度管理と、作業性・可動性を
両立 

医療用のアイシングシステムで培った
技術をもとに、着用した方が常に快適
と感じることができるよう「健康に配慮
した温度管理」をする特許取得済み※6

の冷却システムを採用。 
 

伸縮性に優れた生地を採用すること
で幅広い体型をカバーすることがで
き、どんな体系にも冷却パッドが身体
にしっかりと密着。 
フィット性や密着感はベストに設けた
調整ベルトでお好みに応じて簡単調
節。 
使用時には電源を入れるだけのワン
ステップで冷却開始可能。 

※5：ペルチェにより４C（冷却：Cooling、循環：Circulation、(温度)管理：Control、快適：Comfortable）を実現する日本シグマックス独自のシステム 

※6：熱交換装置及びウェア 第 7576853号 

 

■製品情報 

製品名 メディエイド アイシングギア ベスト 2 

 

希望小売価格 159,500円（税込） 

発売日 2025年 5月 26日 

サイズ(適用範囲：胸囲) M-LL（86～105cm）、3L（105～120cm） 

使用時間 
約 5時間（付属モバイルバッテリー使用） 

※付属のモバイルバッテリーのフル充電時間は、約 3.3 時間 

商品ページ URL 
（MEDIAID online） 

https://www.mediaid-online.jp/SHOP/5677.html 

 

【参考資料】メディエイド アイシングギア ベスト 2 概要 
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